
空間コンピューティングが拓く

「空間を身にまとう時代」

制作ツール講義(STYLY Studio活用)

令和6 年度 高等教育コンソーシアム信州 大学間連携事業

「地域×空間コンピューティング」



アプリインストール



今日の目的 

STYLY を体験しよう



体験の様子



ワークショップ

1 前半 STYLY STUDIO を使ったAR描画

2 後半 City Anchor（シティ アンカー）の解説



講義の様子



SERVICE：リアルメタバースプラットフォーム「STYLY(スタイリー)」

現実の都市空間と連動した
XRコンテンツの制作・配信を可能に

STYLYには世界中の都市の3Dデータが実装されており、これを
活用することで実空間と連動したコンテンツを
誰でも簡単に制作・配信することができます。  さ

らに、STYLYはマルチデバイスに対応しており、
スマートフォンでのAR体験をはじめ、

AR/MRグラスやWebブラウザ、そしてVRHMDなど
多彩なデバイスでコンテンツを
体験することが可能です。

http://www.youtube.com/watch?v=VBYYJLl2VK4


ワークショップ



ワークショップ前半

1. STYLY でひとまず体験！
○ スマホ
○ MRゴーグル（HMD）

2. STYLY Studioで作ってみる
○ 作る
○ みんなで見てみる

3. 生成AIを使ってみる
○ Tripoで作る→STYLY Studioにアップロード
○ みんなでみてみる



制作ツールを学ぶ



作ってみる



制作したARの例



ワークショップ後半

1. City Anchor STYLYで下記URLへアクセス

https://styly.cc/ja/manual/city-anchor-busines 
s-enterprise/



今後の活用の仕方をグループで考える





「空間を身にまとう時代」の到来が間近に迫り、
私達のライフスタイルに変革の兆しがあります。

長野のライフスタイルを

変える一歩を踏み出しましょう。
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